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1．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

 埋立が終了した海面廃棄物処分場において，大都市圏の

処分場跡地を有効かつ安全に利用するためにも早期の安

定化が求められている． 

本研究では，大阪湾内の海面処分場において，埋立が終

了した後、安定化促進効果を持つ構造の集水暗渠が設置さ

れた処分場において，内部水位及び埋立ガス成分について

調査し，安定化状況について検討した． 

 

2．．．．調査対象処分場調査対象処分場調査対象処分場調査対象処分場のののの概要概要概要概要    

調査対象は，大阪湾内に位置する海面廃棄物最終処分場

（以下，処分場）である．処分場の鳥瞰図を図-1 に示す．

埋立を 1987 年に開始し，埋立期間約 20 年を経て 2007 年

に埋立がほぼ終了している．海面処分場では，内水位が海

面水位とほぼ同じに管理され，廃棄物層の大半が水没して

いるため，表層からの空気の侵入が限られ，嫌気性分解反

応により，埋立ガス（メタン，炭酸ガス等）発生や汚濁水

の発生が長期間継続すると言われている．この処分場では，

2001 年に海水面位置に相当する深さに集水暗渠を埋立後

に設置し，安定化促進を図っている．集水暗渠には一定区

間ごとにマンホールと観測孔が設置されている（図-2）． 
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図－1 調査対象の鳥瞰図  

3333．．．．処分場調査結果処分場調査結果処分場調査結果処分場調査結果    

3333．．．．1111    内部水位内部水位内部水位内部水位観測観測観測観測結果結果結果結果    

マンホールと観測孔の内部水位の結果を図-2 に示した．

内部水位は海水面の観測基準面(DL)を 0m として示してい

る．集水暗渠の管底は DL+0.1m に設置されている．内部

水位は DL+0.5～1.5m(2010/9 時点)と水没している状態で

あり，集水暗渠から廃棄物層内部への空気の侵入あるいは

廃棄物層内で発生した埋立ガス（メタン，炭酸ガス等）の

排出が妨げられている状態である．また，集水暗渠が設置

されていない区域（ラインⅠ～Ⅲ，H18-1,No5’,08G1～4）

の内部水位が高いため嫌気性状態になり，後述するように

観測孔内のメタンガス濃度が高くなっていると思われる．

安定化促進の面から見て，これらの集水暗渠内の排水能力

を高める必要があると思われる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

図-2 内部水位分布図(2010 年 9 月) 

3．．．．2    埋立埋立埋立埋立ガスガスガスガス観測観測観測観測結果結果結果結果    

観測孔出口でのガス成分測定結果を図-3（2010 年 9 月観

測）示にした．観測したガス成分はメタン，炭酸ガス，酸

素，窒素である．ここで，一般的な廃棄物処分場の多くの

埋立ガス成分で観測される炭酸ガスが検出されていない

のは，今回調査した海面処分場には焼却灰が多く埋め立て

られており，焼却灰のアルカリ成分が炭酸ガスを吸収して

いると考えられる． 

開口部に蓋がある（08G1，08G2，08G3，08G4，H18-1）

と，それ以外の蓋がないものがあり（図中の西-1，I-1，III-3

等）蓋がある管については，メタン濃度が約 5％～60%を

占め，残りは窒素であった．メタンは空気中に割合で 5％

以上を占めると爆発する可能性があると言われており，跡

地利用において表面のガスの透気性を低下させるような

覆土や舗装面を施工すると，施工面下でメタンが上昇する

可能性があると思われる． 
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図中に示した西-1 は集水暗渠に連結された観測孔であ

るが，メタン，炭酸ガスは検出されず，空気組成であった

（酸素 21%，窒素 79%）．ただし，III-3 では管出口はほぼ空

気組成であったものの，管内 5m の深さではメタンが 22%

検出され，酸素は 4.3%に減少していた．このように，管

出口で空気組成であったとしても，管底部にメタンが滞留

している場合もあり，深さ方向のガス成分分布を測定する

必要があると思われた． 

図-4 にⅠ-1～4 の管について，深さ方向へ 1ｍ間隔でガ

ス成分を測定した結果を示す．調査を始めた 2009 年 2 月

におけるガス成分はⅠ-4 の 4ｍ地点で 2.5％のメタンを検

出しているが，その他はほぼ空気組成といえる．しかし

2010 年 9 月の測定結果ではⅠ-1 の 3～4ｍ，Ⅰ-2 の 2～4

ｍ，Ⅰ-3 の 0～4ｍ，Ⅰ-4 の 3～4ｍ地点でそれぞれメタン

を上回る割合の炭酸ガスが検出されていることから，この

炭酸ガスは好気性反応によって発生したものと考えられ，

安定化促進の兆候が見受けられた．ここで，図-3 に示し

たように多くの観測管で検出されていない炭酸ガスが

I-1～4 で検出されているのは，これらの埋立区画では焼

却灰以外の埋立物が多いためではないかと推察される． 

2010 年 9 月のガス成分測定結果において，底部が集水

暗渠と接続されている管（東西南北及び中のナンバリン

グ）の出口および底部のガス成分は 19 本中 17 本の管で空

気組成と同じ（窒素 79%，酸素 21%）になっていたが，こ

れは本処分場の観測孔が，基本的に管内壁が一般の廃棄物

処分場に設置されているガス抜き管のような多孔性では

なく，埋立ガスは底部で接続している集水暗渠（多孔性）

からのみ流入する．図-2 で説明したように，地下水面が

やや高く，集水暗渠が水没しているところが多いため，廃

棄物層内の埋立ガスが観測孔に侵入せず，十分に観測でき

ていない可能性がある．したがって，集水暗渠内の水位が

低下した時点でのガス観測を継続的に行い，検討する必要

がある． 
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図-3 観測孔出口ガス成分測定結果(%) (2010 年 9～11 月) 
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図-5 に集水暗渠の有無・管開口部に蓋が常時ある管の

メタン濃度をそれぞれ時系列で示した．08G2 のように常

時管口に蓋が付けられている管は高濃度のメタンが検出

されており，集水暗渠に接続している管は，先述の通りほ

ぼ空気組成のであるためメタンは 19 本中 2 本でしか検出

されていない．底部が集水暗渠と繋がっていないⅠ～Ⅲの

ような管出口のメタン濃度は全体的には減少している傾

向がみられるが，先に述べたように底部でメタンが滞留し

ているケースもあり，深さ方向のガス濃度分布を今後も継

続的に観測する必要があると思われる． 

3333．．．．3333    温度分布観測温度分布観測温度分布観測温度分布観測結果結果結果結果    

観測孔内の温度分布を測定した結果を図-6 に示した．

図で示したように，2009 年 1 月においては日平均気温よ

りもやや高い内部温度を示したが，好気性反応が起きてい

るといえるまでの温度上昇は見られなかった．2010 年 9

月の内部温度は気温にほぼ追従して変化しており，顕著な

温度上昇は確認できなかった．一般に安定化を促進する好

気性微生物反応では，炭酸ガスの発生と温度上昇が見られ

るが，本処分場では炭酸ガスが内部で吸収されているので

温度のみが好気性微生物反応の指標となっており，今後も

温度に関する推移を観測する必要がある． 

 

4444．．．．まとめまとめまとめまとめ    

本研究で調査対象とした海面廃棄物処分場において，観

測孔のうち，開口部に蓋がある観測管では高濃度のメタン

ガスが検出された．一方，集水暗渠と連結されている観測

管は暗渠がほぼ水没しており，空気が廃棄物層内に流入で

きない，また廃棄物層内で発生したガスが集水暗渠に排出

されない状況にあると思われ，管出口のガス成分はほとん

どの管で空気組成であった．しかし，ガス成分分布を測定

したところ，底部においてメタンが滞留していることがい

くつかの管で観測されており，出口のみでなく，底部のガ

ス濃度を観測していく必要があることがわかった． 

今回調査対象とした海面廃棄物処分場では，暫定的な土

地利用計画が進行中であり，今後は土地利用におけるメタ

ンガスの滞留が起きないような表層利用の構造にするこ

とを検討する必要がある． 
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図-5 観測孔出口ガス成分時系列変化測定結果(%) 

(2009 年 1 月～2010 年 11 月) 

図-6 観測孔出口ガス成分時系列変化測定結果(%) 

(2009 年 1 月～2010 年 11 月) 
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